
■透析患者に対する対応
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本腎臓学会合同の新型コロナウィルス

感染対策合同委員会では、2020年4

月よりCOVID-19感染者数の集計を

おこなった。それによると2021年12月

時点の致死率（生存死亡の未報告例を

含む）は15.8％（423/2,676）であり、

同時期の一般人口の致死率1.0％

（17,822/1,714,496）と比較して、15

倍以上と非常に高率であった。透析患

者は年齢にかかわらず致死率が高率

であることから、感染対策を徹底し罹

患しないようにすること、積極的なワク

チン接種により重症化や死亡を抑制す

ることが課題であった。透析は、多数の

患者が同時に同じ空間で行うことから

院内感染をきたしやすい治療法である。

当院の透析室は17床であるが、外来と

入院患者が同時に透析を行っており、

ベッド間距離は一般の透析クリニックよ

りはやや広いものの、ひとたび外来から

の感染が入院患者に波及すれば、高齢

者の多い当院では致命的な院内クラス

ターになる可能性があった。そのため、

外来透析患者に対しては常にマスクの

着用、来院毎に体温の測定と症状につ

いて問診票を用いて把握した【写真１】。

透析患者におけるワクチン接種後の

中和抗体陽性率は、一般人口に比べて

低いものの、2回目の接種の1か月後に

は82～96％まで抗体価の上昇がみら

れたとの報告がある。当院の外来維持

透析患者においてもワクチン接種を奨

励し、副作用が心配、信用できないなど

の理由で2名の未接種者以外は定期

的なワクチン接種に協力して頂いた。ま

た、無症状感染者の把握のために、感

染が猛威を振るった2021年3月～10

月までは全外来透析患者に研究所で

行うPCR検査（唾液または鼻咽頭）を

月1回施行し、陰性確認を行うとともに

患者に注意を促した。発熱などの体調

不良時には事前連絡をしてもらい、時

間をずらして来院頂くなど、更衣室や

待合室でのクラスターにも注意を払っ

た【写真２】。 透析の開始、回収を行う

臨床工学技士は、患者の感染有無にか

かわらずガイドラインに基づいた個人

防護具（ディスポーザブルガウン又はエ

プロン、サージカルマスク、ゴーグルま

たはフェイスシールド、ディスポーザブ

ル手袋）にて手技を行うよう徹底した。

外来患者については、透析以外は外出

もしなかったなど、不活発によるフレイ

ル悪化も懸念された。

個室透析室が１床あり、コロナの疑い

患者、コロナ陽性患者の受け入れを適

宜行った【写真3】。 出入口が一つで

あるため、通常の患者と開始・終了時

間が重ならないよう配慮し、専用エレ

ベーターにて病棟への移動を行った。

透析室の取り組み
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【写真１】 入室時には各自で体温を

測定し問診票の記入をして頂いた

【写真２】 更衣室前には感染対策の物品を整備した 【写真３】 陰圧個室



当院では出張透析ができないため、

外部透析施設からの患者の受け入れ

は限定的であったが、救急外来からの

発熱患者については個室透析室や時

間外や病床がない場合には集中治療

室などを用いてできる限り受け入れを

行った。

透析患者においては、ウィルス陰性化

に時間がかかり、なかには数か月陰性

化しない例もあった。感染病棟からの

隔離解除ができず、退院調整に難渋し

た。

他院からコロナ感染後に陰性確認を

して転院となった患者が、当院転院後

に発熱しコロナ肺炎を再燃するケース

があった。本例は病棟でのクラスターに

波及したが、透析室では本例を含めク

ラスターの発症はなかった。

腹膜透析患者はこの期間中、通常通

り在宅での治療が継続できた。この期

間に腹膜透析を行った計7名のうち3

名がコロナ感染症をきたしたものの、い

ずれも軽症で在宅にて抗ウィルス薬の

内服を行い、腹膜透析の継続に支障は

なかった。

■ICU・透析室での透析実績

◎透析室では陰圧個室（1床）にて隔離

して施行した

新型コロナ感染症透析施行患者数：

26例（透析回数：175回）

平均年齢75歳（43～94歳）

男性20例 女性6例

＜転帰＞

平均入院期間13日

自宅退院25例、転院1例

当初はSARS-CoV2-PCR陰性確

認の上、隔離解除を行っていたが症状

消失後も陽性持続する例が多く、11例

（42％）は陰性確認せず退院とした。

◎ICUにおけるCHDF施行について

ICU個室にて重症患者に対し

CHDF施行：4例（2例は維持透析患者、

2例は急性腎障害）

平均施行期間10.8日

＜転帰＞死亡1例、転院3例

■COVID19と腎臓内科の関わり

COVID-19感染症はAKIやIgA血

管炎、ANCA関連血管炎をきたすこと

があった。

2020年2月～2022年9月に当院に

COVID-19感染症で入院した929例

のAKI発症率を調べたところ、113例

（12％）に発症していた。当科では適宜

コンサルトを受け対応にあたった。

Covid19罹患透析施行数

全期間における延べ患者数の推移


